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　1．どんな論文が収容されているか

　今回の第2シリーズのGeneral　Circulation（大

気大循環）の2巻は，毛利圭太郎氏（札幌管区気象台）

と筆者で原案を作り，気象研究所の片山昭，相原正彦の

両氏および東大の廣田勇氏に相談して御意見をうかがっ

た上で決定した．もとより選択の責任は筆者等にある．

その結果をリスト・アップして本文の最後に収録した．

それを参照しながらこの拙文を読んで頂きたい．

　2．どういう方針で選んだか

　例えば気象学入門講座（3）大気大循環論の紹介（廣

田勇：天気16巻3号，1969年3月）を開いて頂きたい．

．大気大循環論と一口にいっても，その間口も奥行ぎも広

大であることが理解されることと思う．また中には気候

学や長期予報の立場から手をのばそうとする人もいるだ

ろう．そこで論文の選択にあたっては

　1．大気大循環プ・パーのもの

　2．大循環にも大切だが，どちらかといえば境界領域

に属し，どの巻に収録したらよいのか，よくわからない

もの，

　の二つのカテゴリーに区別した．そして，General

Circulationの2巻には，上の1．に関するものを収録

しジ2．に属するものをStratospheric　Circula‡ion，

Dynamic　Meteorologyなどへ配分した．この後の

巻は，当初の計画にはなかったもので，論文を選んでい

くうちに必要性が認められたものである．やはり第1集

以来の10年の年月のうちに，気象学がなしとげた発犀の

一端を示すものといえよう．

　従って本文は専ら1．を中心に書いていくことにな

る．ところで大気大循環の問題のとりくみ方には，大別

して次の三つがあると思う．すなわち，第1には観測事

実に関するもの，第2に理論的考察の類，最後に理論や

観測事実に立脚して行なう数値シミュレーションあるい
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数 値実験の方向である．われわれもこの三つの方向に

てらして重要な論文を集めた．刊行計画では，主として

1960年以後の論文を収録するが，第1シリーズに入って

いない論文で重要なものは含ませてもよい，とのことで

あった．そもそもこの計画が開始されたのが1968年も年

末に近づいた頃だったが，その後いろいろな事情で中々

発行までこぎつけなかったようである．しかし論文の選

定の方は，General　Circulationに関しては1969年春

に終っていた．従ってその時点においては，当然1967，

8年頃迄の論文が対象となるわけである．

　さて具体的に選定する段階では，各巻の頁数を約200

頁におさえられていたことが，ときにはずい分ときつい

制限に感ぜられた．ためしに，読者諸賢においても一度

御台分の専門分野の代表的論文を，過去10年の中からひ

ろい出す試みを実行して頂きたい．200頁がどれ程少い

ものか，よくおわかり頂けると思う．General　Circu。

lationは2巻分の割当をうけてはいるが，上記方向は

いずれもほぼ独立した分野のようなものであるし，個々

の論文には概して大部のものが多い．別段ぐちをこぼす

ためにこういうことを書いているわけではない．いいた

かったことは，後でも述べるように，収録論文は大気大

循環を考える上でのひとつの指標となるにすぎない論文

で，大きい頁数やごく最近のものであるために，泣く泣

く除いたものがかなりある，ということである．この紙

面をかりて，このことを改めて強調しておきたい．

　3．収録論文について

　第1巻はObservational　studiesとして，観測事実を

扱った論文にあてた．順番は発表の年代順にならべられ

ている．Bryan（1962）は海洋によって南北に運ばれる

熱量の測定を論じている．地球の70％を占める海洋の存

在が，大気大循環にとってどれ程重要であるか，いうま

でもないことであるが，そのわりには実態はよく知られ

ていない．数少い研究の中からひろい出したわけであ

　る．Obasi（1963）は南半球で角運動量の極向き輸送を
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516 General　Clrculation　Iとmこついて

論じたものとして，今や910balに論じられるようにな

った大循環論にとって貴重な情報である．0・rt（1064）

の測定は平均場を使ったりしているが，年間を通して組

織的にエネルギーのcycleを調べたものとして重要だと

思う．特にエネルギー変換の統計図は価値あるものだと

考える．Gilman（1965）のも南半球のデータを処理し

たものとしてとり上げた．Kreuger　et　al．（1965）は

5年間にわたる年々変動を求めているが，中でも有効位

置エネルギーヘの変換が年間を通じて，また年から年に

かけてどのような変動を示すか，を初めて明らかにした

有名な論文である．っづく　Obasi（1965）も南半球の

情報ということで収録されている．Peixotg（1965）

のは水蒸気の解析をしている点で，次のStarr　et　a1，

　（1965）と共にその代表的なものとして採用した．

Bjerlmes（1966）の論文は，海水温の変動が大気の大

循環にどういう影響を与えるか，についてのひとつの証

拠を提出しようとするものである．この人らしいアイデ

アの仕事で，観測事実のひとつの観方を与える例と考え

て収めることにした．Fletcher（1966）の仕事は，大

循環に及ぼす北極付近の熱収支の影響，特に極氷の役割

について論じたものである．大循環のエネルギー論にと

って，エネルギーの生成ばかりでなく消費もまた欠かせ

ない情報で，Kung（1966）は運動エネルギー消費を系

統的に実測風から推定している．その内の代表的な論文

をひとつ採り上げた．最後にWiin－Nielsen（1967，

1968）の論文は，大循環のエネルギー論を1年間を通し

て行ったもので，種々の観測事実を巧みに構成して，大

循環についてひとつのイメージをつくり上げようとして

し・る．

　観測事実を調べた論文は，近年でもおびただしい数に

のぼっている，第1巻は中，高緯度の，それも対流圏を

主体として選んだわけであるが，それでも落さざるを得

ないものが幾多を数えた．

　さて第2巻であるが，この巻はTheoretical　and　nu・

mericalstudiesとした．すなわち，比較的簡単な取扱い

を通じて大循環のメカニズムを理論的に究明しようとす

る仕事と，複雑な大気モデルを用いて非線型の方程式系

を数値時間積分し，観測事実とどこまで一致した計算結

果を得ることができるか，といった数値シミュレーショ

ンや諸々のパラメーター等を変えた場合に大循環の様相

はどう変るか，といった数値実験関係の仕事から成り立

っている．大気大循環の場合，事柄が余りにも複雑に入

りくみからみあっているために，理論的なよい論文は少
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く，むしろ数値シミュレーションや数値実験関係が盛ん

なようである．所が，1969年春の時点ではまだ十分論文

にまとめられておらず，どちらかというと学会やシンポ

ジウムでの論文発表，映画による結果のデモンストレー

ション，正式印刷以前のrough　draftが流通する，と

いった段階であった．主としてアメリカでの，活発な

グループからの発表を公平に扱うためには時期が熟して

いないと判断せざるを得なかった．また，数値モデルも

dry　mode1から次第にmoist　modelへと移行しっっあ　　．

った．元来，数値実験関係の論文は，結果が多岐にわた

るたあにいずれも頁数が多い部厚いものである．そうい

った事情を考えて，さし当りその時点でも少し古いが将

来残りそうなものを収録することにした．従って選択に

あた、ったひとりとして，是非近い将来より完備した論文

集をつくりたいものと願っている．

　Charney（1959）の論文は，先のPhillipsによる数

値実験の結果をふまえて理論的考察を行ったものであ

る．Mintz（1964）がまとめたのは，いわゆるMintz－

Arakawaモデルを用いた大循環シミュレーシ．ンの報

告で，簡単なモデルながらその見事な一一致は人々を驚か

せた．つづくILeith（1965）の論文も，・それ以後の2

篇と共に数値的研究の部類に属する．Leithは現在は中

止しているが，ひと頃話題をにぎわしたひとりである．

彼の場合，結果を専ら映画にしてしか発表せず，よくそ

の内容がわからなかった．物理学者が大気大循環にとり

くんだ例としてそういう点からも面白いし，モデルにも

独特の工夫をこらした部分があるために採り上げた．

Manabe　eta1・（1965），Smagorinskyetal．（1065）

は，NOAAのGeophysical　Fluid　Dynamics　Laboratory

で大々的に行っている実験の最初の報告である．今回収

められたこの関係の論文の中では，モデルが最も複雑で

現実大気に近い．また，同じモデルの構成を保ちっっdry

とmoistの両方の場合を比較している．（論文リストの

順番を，年代順，同じ年ならアルファベット順と統一し

たため，この場合もManabe　et　a1．iがmoistの場合を，

Smagorinsky　et　al。（1966）がdryの場合をそれぞれ扱っ

ている・）Kraus　et　al・（1966）の仕事も数値実験で

あるが，うんと簡単化したモデルながら季節の変動をし

らべようとした点に特長がある．大循環の数値実験の道

順が，最初は特定の季節（普通は変化や現象が顕著な

冬）を採り上げて，ノルマルの状態を再現しようとする

ことからはじまって，現在ようやくノルマルの季節変動

を再現するところへさしかかっている．やがて待望久し

、天気”18．6．
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いアノマリーの研究へと向うのであろうが，季節変動

を，ノルマルの状態で再現することもまだこれからなさ

れるべき仕事である．そういった意味で，Kraus　et　al．

は先鞭をつけたという点が主なメリットと考えられる．

もっと複雑で現実の大気に近い取扱いがなされればある

いは必要がなくなるかもしれない．次のBryan　et　al．

（1967）は海洋大循環の数値的研究の仕事である．海洋

大循環は，大気大循環と同様海洋学において重要な問題

であるばかりでなく，最近は両者を単一系としてとらえ

ることの重要性が叫ばれるようになった．海洋と大気の

相互作用という点から考えても当然のなりゆきと思う．

今回は収録されていないが，既に単一系とした数値実験

も試みられている．その意味でこの論文が採用された．

Lorenz（1967）のは大気大循環に関する，非常にユニ

ークなすぐれた綜合報告の一部である．廣田が入門講座

で紹介している通りであるが，出来れば・一冊全頁を収録

した方が読者には親切であったかもしれない．しかしそ

うもできないので，問題提起，理論的研究，今後の問題

点だけ採録した．その次のManabe　et　al．（1967）は，

先のmoistの場合のつづぎで，特に熱帯地方の解析に

力をそそいだものである．Tmpical　Meteorologyの

方からの要請もあって特にここに収めた．最後のSaltz・

man（1968）は，準定常じょう乱に関する研究のレヴ

ューを行なったもので，大規模な地形や熱源の影響によ

る強制波動を論じたものの代表として収録した．

　4．残された問題点

　筆者はもとより，われわれは概して文献が好きなよう

である．第1シリーズも好評であったと聞いている．確

かに文献が手許にあれば何とはなしに心強いし，研究，

調査，討論を行なう上で大変便利でもある．しかも気象

学会のSelectel　Meteorological　Papersのようにまとめ

られてあれば，いちいち図書室へ足を運ばなくとも，直

ちにとり出すことができる．第1シリーズが外国人にも

需要が多く，本郷辺りの地球物理関係専門の古本屋で，

1セット，7，8万円という値段がつけられたようであ

る．また，今回のシリーズの編集委員の経験でも，早く

も外国人の申込みをみている．

　この解題の文章を書きながら，一体この文献集はどう

いう使われ方をするのだろうか，という問が胸の内に湧

いてきた．はじめにも述べたように，その分野の最近の

発展がひととおりわかるような，代表的な論文を集めた

ものとして，日常学会員に便宜を供するのは勿論のこと

であろう．しかし学会員たりとて，全頁をはじめからお
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しまい迄読破しようとはしないだろう．少くとも大部分

の人は．そうすれば必要に応じて読む，それもそのとき

関心をもった論文だけみることになるだろう．それはそ

れとして結構な利用の仕方であろうと思うし，筆者自身

もそうすることが多いと考えている．

　しかし中には，とに角専門分野毎にまとめてあるのだ

から，各巻を斜めに読んでもよいから全体として最近の

学問の進歩の跡がわかるように編集しておいてほしい，

という人もいるだろう．刊行計画でも，綜合報告を採り

上げるように，とのことでもあったので，このGeneral

Circulatio：nでもなるべくその趣旨に従ったつもりで

ある．だが，頁数の制限から，やはり欠けているものが

あることを痛感する．そういう点で，先のLorenzの

本や，次の書物は全体の展望を知る上で便利だと思う．

　GA．Corby編：TheGlobalCirculationoftheAt－

mosphere．Royal　Meteorological　Society，1970，257頁，

定価約5，000円

　B・B・Lusigna耳and　John　R　Kiely編：Global

WeatherPrediction－The　Coming　Revolution，Holt，

Rinehart　and　Winston，1970，307頁，定価約6，000円

　今回の文献集が，大気大循環の最近の進歩を伝えるば

かりではなく，できうるならば，学会員の中でこのテー

マに興味をもっておられる方々ひとりひとりについて，

その人としての「大気大循環論」が組み立てられる上で

お役に立っことを，選択にあたった者のひとりとして心

から祈っている．
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